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て」、アンドリュー＝ガー ストル氏（ロンドン大学）のfResearchingShunga-Accessing Private Collections」等々全部
で20本以上に及び、それぞれに活発な質疑が交わされました。彼らEAJRSメンノ号ー の多くは、口本古典籍の目録化と
デ、ジ、タル化に大きな関心を干寄せているζとから、今回は特にモレッティ氏の発案で、上記の円本人研究者10数名を核と
してラウンドテーブル「GeneralDiscussion on Digitizing and Cataloguing Antiquarian Materials」が持たれました。
予定時閣を大幅に超過した情熱的な議論は、問題のありかを災り出して非常に有益だ、ったと思いますミ
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I, Edoardo Gerlini f平安文学におけるイペルテクスト性：菅原道真、 『源氏物語』、『和漢朗詠集』J
2, Aldo Tollini 「中国文字で日本語を暫く ：「あはれJをめぐって」
3, Mario Talamo 「『膝栗毛』における実用性の表現様式についてJ
4，武井協三 「役者評判記と遊女評判記の交流一『おもはく寄合』についてー 」
5. Luca Milasi 「鴎外が中国文学から取り入れたモチーフに関する考察一歴史小説f魚玄機』を中心にー」
6, Matilde Mastrangelo 「伝説のリライティング：『山槻太夫』における表現様式J
7, Gala Folaco 「詩学を成す詩訳ー永井荷風『珊瑚集』について」
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休室日等お問い合わせは 電話 ：050・5533・2926 FAX : 042・526・8607 http:/ /www.nijl.ac.jp/ 
ゲスナー賞受賞
躍庵文庫研究会（飯倉洋一 ・大谷俊太・加藤弓枝・神作研一・盛田帝子・山本和明〉の編集にかかるr麓庵文
庫目録と資料』（日本書誌学大系98/AS判802頁／汗裳堂占店刊／2009 / 39, 900円）がこのほど、第6回
ゲスナー賞 f目録・索引部！”＇］ Jの銀貨を受賞しました。同tl:は、スイスの博物学者でく占誌学の父〉 コンラート・



















たt観は富士、江戸、 i潟県御殿、 川越までを描く。 三代将忠徳川家光の事績を顕
彰するような場面が多いことが指摘されている。金雲で阿而を分割する洛中洛外
図的な最観図である。シームレスな呆観表現は鍬形態斎を侠たねばならなかった。
なお、大久保純一氏によれば、源頼朝（徳川｜氏が祖と称した消和源氏）が中心に
いる富士巻狩図の図像的な借用関係も考えられるという。（弁・田太良助
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